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　久々に協会新聞での公開となります
が、春うららかな頃、いかがお過ごしで
しょうか？
　さて、今回ご依頼を受けたテーマは、
「食の声を聴き分ける」。
　ずいぶん難しいテーマです。皆さまに
は食の声が聞こえるのでしょうか？
　私がこのテーマを見て思うことは、や
はり私のテーマでもあります、細胞美®

を考える「細胞の声」を聴くことにある
のではないかと思っています。
　私たちには約60兆個の細胞がありま
す。心地よいものを吸収すれば遺伝子の
複製も代謝も、ホルモンや神経伝達物質
や免疫細胞などの生理活性物質もスムー
ズに出来上がって使える材料になるわけ
です。
　それで同じ真核生物である植物や菌類
も同じなわけです。
　どんなものを与えられて、またどん
な環境下で生育したか、が重要でそれ
によって栄養価も良くも悪くもなるし、
フィトケミカル成分も違ってきます。植
物が放つエネルギー事態が良くも悪くも
なるという事になるわけです。

　さて単純に細胞はどちらを食べさせて
欲しいと願うのでしょうか？
　もちろん、細胞の固まりの私たちに質
の良いものを選んで欲しいと欲求するで
しょうし、考える間もなく本能で波長の
合う良い食材を選んで生きようとするで
しょう。
　本気で健康レベルをあげたいと思う食
の意識の高い人ほど、自分自身の「細胞
の声」センサーをキャッチして、波長の
合う素晴らしい食材や人や物に出会える
と私は思います。
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Profile 柳樂 泉乃（なぎら いづみの）

食学協会理事/食学協会加盟校 /細胞から美しく…
体質改善のメディカルサポートスクール主宰 /細胞
美®アソシエイター＆セラピスト/代表取締役
約10年間看護職に従事。その後美容業界へと進む。
15 年前、病気を機にマクロビオティックに着目し病
気を改善。この経験から「人は食物によって生かさ
れている」と実感し、内側からケアすることの大切
さを現代に伝えて行く「MSSインナービューティー
カレッジ」を開講。IDUMINOメソッド「細胞美容
（Cell Cosmetology）」をコンセプトに、自立した美
容と健康管理をめざし、体質改善アドバイス付マク
ロビオティック・美容食学・ハーブ美容を発信。メディ
ア出演多数。　
●メディカルサポートスクール/
　インナービューティーカレッジ
　 http://www.hb-s.com

Profile 佐野 正行（さの まさゆき）

国際食学協会 理事/（株）メディカルアンドナレッジ
カンパニー 代表 / サンフィールドクリニック 院長 / 
マーキュリーアカデミー 校長 /ナチュラルクリニック
代々木 医師・産業医・セカンドオピニオン専門医

消化器外科医として3000 人以上の方の手術に携
わり、究極の生活習慣病である「がん」に対する治
療を実践。現在は、食生活改善による健康指導・
予防医療、セカンドオピニオン専門医、幹細胞によ
る先進医療、労働環境・生活環境改善、気功、医療・
健康教育など、病気になる前（未病時）に対応する
ために幅広く活動をしている。　
●（株）メディカル アンド ナレッジ カンパニー  
http://www.m-k-company.jp/
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　見た目や形が同じでも、「元気な野菜」と
「疲れきっている野菜」があります。「自然な
環境でゆっくりとすくすく育った野菜」と「人
工的な環境で急いで育てられた野菜」があ
ります。どちらの野菜をいただきたいですか？
　コスト（値段）ができるだけかからず、見
た目（大きさ・色など）がいい野菜が選ばれ、
野菜自体の質や状態が意識されなくなって
きています。身体は食べ物から成り立ってい
ます。質や状態のよくない野菜をいただいて、
病気にならず、健康に生活できるでしょうか？
　病気の治療や予防で最も大切なことは、
食生活を整えることであり、「安全で生命力
の強い食物を適切にいただく」ことを大きな
基本方針の1つとして診療を行っています。
自然栽培（土壌と種子を生命活動に適した
環境・条件に整え、農薬や肥料などを一切
使わずに栽培する農法）で育った野菜は、
慣行農法（農薬や肥料を使う一般的な農
法）と比べて、収穫までに時間がかかり、形
が不揃いで小さく、値段が高めで、旬の時
期にしか購入することができません。反面、
適切な時間がかけて適切な量が採れるの
で、細胞がびっしりとつまり、味がしっかりし、
栄養価が高く、腐敗せず（干からびたり発酵
したりする）、人工的なものや遺伝子操作な

どが一切含まれていません。農薬を使わな
くても虫や病原菌に負けず、肥料を使わな
くても元気に育つ…自然に負担をかけず、
安全で、生命力に満ちあふれています。こ
のような野菜の命を感謝していただくことが、
心身を健全に保つ事につながります。慣行
農法の野菜には窒素や化学物質が多量に
含まれているので、体温を下げてしまったり、
ミネラルやビタミンが大量に消費されて栄養
失調性肥満につながります。健全で自然な
状態の種が、本来の力を発揮できる状態に
ある土（生命の母）から力を頂いて健全に成
長した食物の命を、感謝していただきましょう。
　自然な食物は、喉をすんなりと通り、消
化管で発酵し、自然に吸収されます。心身
への負担が少なく、慣れるまでは少しもの足
りなく感じてしまうこともありますが、心身は
満足し、身体が重くならず、直ぐにお腹が
すいてしまいます。反対に不自然な食物は、
刺激が強く、消化管で腐敗して身体に大き
な負担をかけます。
　本当の情報を学び、自身の心身で、美味
しさと力強さを感じられるようになっていってく
ださい。人と自然が調和し、適度なバランスを
とり、「効率より命を大切にする!!」ことが一
番大切です。


